
質
問
一

現
状
の
取
組
状
況
と
課
題
は
。

二

制
度
の
内
容
と
本
市
の
対
応
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
を
促
す
ほ
か
、
講
演
会
を
開

催
し
て
制
度
の
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
制
度
の
利
用
が
必
要
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
後
見
等
の
開
始
審
判
請
求

を
行
う
方
が
い
な
い
場
合
は
、
市
長
が

代
わ
っ
て
申
立
て
を
し
て
い
る
。
対
象

者
が
経
済
的
に
厳
し
い
場
合
は
、
申
立

て
費
用
を
市
が
負
担
し
、
さ
ら
に
、
対

象
者
の
経
済
状
況
に
よ
り
、
成
年
後
見

人
等
に
対
す
る
報
酬
も
助
成
し
て
い
る
。

市
の
事
務
手
続
の
増
大
に
加
え
、
公

費
負
担
の
増
加
も
課
題
で
あ
る
。

二

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
は
、
成
年
被
後
見
人
の
尊

厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ

わ
し
い
生
活
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
、
市

民
後
見
人
等
を
育
成
し
、
そ
の
活
用
を

図
る
こ
と
等
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

本
市
の
市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
２２
人

の
修
了
者
の
う
ち
、
６
人
が
鶴
ヶ
島
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
後
見
支
援
員
、
あ
る
い
は
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
生
活
支
援
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
今
後
も
、
市

民
後
見
人
の
養
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

引
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

二

「
介
護
職
」
を
知
る
授
業
に
つ
い

て質
問
一

市
保
有
資
産
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

二

広
告
と
自
動
販
売
機
の
現
状
と
今

後
の
展
開
は
。

三

土
地
と
建
物
の
有
効
利
用
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
。

四

不
要
物
品
の
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

財
政
状
況
の
見
通

し
か
ら
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後

も
、
経
営
的
な
視
点
を
意
識
し
な
が
ら
、

土
地
、
建
物
な
ど
の
財
産
を
総
合
的
に

管
理
し
、
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

二

２７
年
度
の
有
料
広
告
収
入
は
約
５

４
８
万
円
、
自
動
販
売
機
貸
付
収
入
は

約
１
３
１
５
万
円
で
あ
る
が
、
窓
口
環

境
改
善
工
事
に
合
わ
せ
た
動
画
広
告
付

案
内
表
示
板
の
設
置
に
よ
り
、
新
た
に

約
１
３
２
万
円
の
財
源
の
確
保
が
で
き

た
。
引
き
続
き
、
新
た
な
手
法
や
設
置

場
所
の
拡
大
等
を
調
査
研
究
す
る
。

三

市
で
は
、
旧
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
旧
区
画
整
理
事
務
所
の
一
般
事
業
者

へ
の
貸
付
け
、
庁
舎
６
階
の
市
民
開
放

な
ど
、
資
産
の
有
効
活
用
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
は
、
個
別
の
財
産
ご
と
に
特

性
を
整
理
し
、
最
も
よ
い
方
法
で
財
源

確
保
と
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

四

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
出
品
可
能

な
不
要
物
品
等
の
処
分
の
際
に
は
、
新

た
な
方
法
と
し
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

こ
れ
で
い
い
の
か

子
供
の
貧
困
対
策

今後も、市民後見人の養成など
に取り組む

松尾 孝彦 議員

成年後見制度利用
促進法の対応

資
産
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

藤
原

建
志
議
員

市
が
保
有
す
る
資
産
を
最
大
限
に

活
用
し
て
い
く

つるがしま市議会だより第１７８号 〔８〕


